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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年5月19日(2016.5.19)

【公開番号】特開2014-219583(P2014-219583A)
【公開日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-064
【出願番号】特願2013-99082(P2013-99082)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７１　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７４　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７５　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トナー母粒子と外添剤とを含有する非磁性一成分トナー、及び、
　外添剤回収助剤を含有し、
　前記外添剤回収助剤がシリコーンオイルを表面に有する、体積平均粒子径が２５０～２
，０００ｎｍの粒子であることを特徴とする
　静電荷像現像剤。
【請求項２】
　前記外添剤回収助剤の体積平均粒子径が、前記外添剤の体積平均粒子径の２．５倍～２
００倍である、請求項１に記載の静電荷像現像剤。
【請求項３】
　前記外添剤回収助剤がシリコーンオイルを表面に有する無機粒子である、請求項１又は
２に記載の静電荷像現像剤。
【請求項４】
　前記外添剤回収助剤がシリコーンオイルを表面に有する無機粒子であり、該無機粒子が
酸化セリウム、アルミナ及びシリカよりなる群から選択された少なくとも１種である、請
求項１～３のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤。
【請求項５】
　前記外添剤回収助剤がポリジメチルシロキサンを表面に有する粒子である、請求項１～
４のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤。
【請求項６】
　非磁性一成分トナー１００重量部に対して、外添剤回収助剤の含有量が０．２～２．０
重量部である、請求項１～５のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤。
【請求項７】
　画像形成装置に着脱され、請求項１～６のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤を収容
し、かつ像保持体の表面に形成された静電潜像を前記静電荷像現像剤により現像してトナ
ー像を形成する現像手段を備えることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項８】
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　像保持体表面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、
　現像ロール上に現像剤層を形成し、前記像保持体に接触して静電潜像を現像してトナー
像を形成する現像工程と、
　前記トナー像を被転写体に転写する転写工程と、
　前記被転写体に前記トナー像を定着する定着工程と、を含み、
　前記現像剤が請求項１～６のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤であることを特徴と
する画像形成方法。
【請求項９】
　像保持体上の外添剤を現像ロールを介して現像装置に回収するクリーニング工程を更に
含む、請求項８に記載の画像形成方法。
【請求項１０】
　像保持体と、
　前記像保持体を帯電させる帯電手段と、
　帯電した前記像保持体を露光して前記像保持体表面に静電潜像を形成させる露光手段と
、
　現像剤により前記静電潜像を現像してトナー像を形成させる現像手段と、
　前記トナー像を前記像保持体から被転写体表面に転写する転写手段と、
　前記被転写体表面に転写されたトナー像を定着する定着手段と、を有し、
　前記現像剤が請求項１～６のいずれか１つに記載の静電荷像現像剤であることを特徴と
する画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
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【表１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
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【表２】
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